











Little Ice Age とよばれる、有史上、最も寒冷な気候の時期であった。そして、周知のように、
歴史学研究によれば、この時代を特徴づけるのは、宗教戦争・紛争、魔女狩り、不作、穀物価格
の高騰、難民と流民などであった。それらの事象は、広い意味での「17世紀の全般的危機」The
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としながら、最も研究が進んでいると考えられるシャモニChamonixの谷の氷河を例にとりあげ
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